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１．研究の背景
近年，“メタンハイドレート” という言葉を新聞や
ニュースでよく聞きますが，正確にはメタン・クラス
レートハイドレートと呼びます。クラスレートハイド
レート（Clathrate Hydrate：CHと以後略称）とは，
水分子が作るカゴ状構造（以下カゴと省略）の中にさ
まざまなガス分子が入った結晶です。カゴの中にメタ
ンガスが入ったものを，通称メタンハイドレートと省
略しているようです。
メタン以外のガスがこのCHのカゴの中に入ること
も可能で，プロパン，硫化水素や炭酸ガスも入ります。
また南極大陸の氷床と呼ばれる巨大な氷河では，積雪
の空隙に存在する空気が雪と共に圧縮され，浅いとこ
ろでは気泡として存在しますが，深いところではエ
アー・CHとして保存されています。これらは，氷床
コアとして掘削され，分析されて過去数十万年の地球
環境復元などの研究に利用されています。
日本近海では，メタン・CHの探査が進んでいます。
そして，これらは次世代のエネルギー源としても注目さ
れています。海底下の砂層などに含まれる固体のメタ
ン・CHをどのように分解し，メタンガスを回収するか
という技術が，さまざまな研究機関で進められています。
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さて，エネルギー資源として注目されているCHで
すが，その物理的な性質にも面白い特徴があります。
この記事では，CHの物性を利用した技術を紹介した
いと思います。
２．CHの特徴
CHは，水分子とガス分子からなる結晶ですが，ガ
ス分子は水とは結合していません。言い換えれば，ガ
ス分子は水分子が作るカゴの中に「生け捕り」され
た状態になっています。このカゴには12個の水分子
からなる12面体，14個の水分子からなる14面体，
16個の水分子からなる16面体などの種類がありま
す。ガス分子の大きさに応じて，いくつかの結晶構造
が存在します。
次に温度圧力条件としては，低温・高圧で安定な結
晶です。高温・低圧では解離して水とガスに分離しま
す。また，カゴの中に入るガスの種類によって，平衡
圧が大きく異なるのも特徴の一つです。0℃であれば，
硫化水素は約１気圧以上でハイドレートになりますが，
窒素であれば200気圧以上が必要です。
３．CHを利用したガス種分離技術
続いてCHの特性を応用した混合ガスから単一ガス
の抽出方法について紹介しましょう。
これまでの話は水とガスだけの話でしたが，一種の
オニウム塩水溶液からもセミCHと呼ばれる結晶を作
ることができます。ある実験で，一昼夜かけて非常に
ゆっくりと成長させたこのセミCHを解離させたとこ
ろ，結晶から気泡が発生しました（図１）。水溶液か
ら結晶を成長させたのですから，ガスが入る余地など
ないはずだと目を疑いましたが，結晶構造を調べたと
ころ12面体のカゴの中には何も入っていない状態だ
ということがわかりました（図２）。この12面体には
サイズ的にメタンガスは入りますが，エタンガスやプ
ロパンガスは大き過ぎて入らないのではないかと考え
ました。そこで，試しにメタン＋プロパン，メタン＋
エタンの混合ガスを泡立てながらこのセミCHを作っ
て，どのガスが含まれているかを調べました（図３）。
その結果，予想どおり90％以上の割合でメタンガス
のみが入っていることが確認できました1）。
これは，ガスの分子サイズによる篩い分けに成功し
たということを示しています。このように，結晶構造
との比較から，新しいCHの利用方法を見いだすこと
ができました。この技術により特許を取得できました2）。
４．まとめ
さまざまな物質の特性を詳しく調べることから，こ
れまで考えられてこなかった利用方法を見つけた事例
を紹介しました。よくわからない現象も，基本に立ち
返って物性から調べ直すことによって，新たな理解に
繋がるものと考えています。
脚注
１）W. Shimada, et al., Japanese Journal of Applied 
Physics, 42, pL129-L131, （2003）.
２） 登 録 番 号 第 3826176 号， 出 願 番 号 特 願 2002-
173153，権利者 産業技術総合研究所
図１　セミCH結晶
　　　（a）成長中
　　　（b）解離中
図２　
セミCHの結晶構造の一
部．黒い丸はオニウムイ
オンで，網をかけてある
部分が何も入っていない
12面体を指す。
図３　
混合ガスからのメタンガス分離の割合．○印はメタン
＋プロパン，■印はメタン＋エタンの混合ガスを示し，
横軸は初期のメタンガスの割合，縦軸はセミCHに含
まれていたメタンガスの割合を示す
富山大学リエゾンニュース
3
研究の背景
画像処理技術や画像符号化技術は，「画像に発生す
るノイズの量がどれだけ抑えられた」等の定量的に性
能がよいものを目指して発展してきました。しかしな
がら，実際に画像を見るのは「コンピュータ」ではな
く「人」です。そのため，既存の性能評価は，人の判
断とは異なってしまうという本質的な問題があります。
そこで本研究では，「コンピュータ」で最適なもの
ではなく「人」に最適なものを目指すというアプロー
チをとっています。本稿では，その研究の一部として，
画像に対する「人に最適な解像度変換と符号化」およ
び「人に最適な主観品質推定技術」を紹介します。
人に最適な解像度変換と符号化
近年，インターネット上に流通する画像の解像度は
高くなっていますが，出力デバイスとなるディスプレ
イの解像度はスマートフォンからHDTVなど多様化
しています。これに伴い，同一の内容の画像を異なる
大きさや縦横比で提示するための解像度変換の要求が
高まっています。例えば，HDTVで撮影された画像
をスマートフォンで見る場合，画像全体の縮小や画像
の一部の切り取りなどが必要となります。
図１の原画像に縮小および切り取りを施した例をそ
れぞれ図２および図３に示します。これらの図より，
それぞれ次の特徴が視覚的に確認できます。縮小は，
画像全体の相対的な関係を正確に提示できますが，縦
横比が異なる場合は画像が歪んでしまいます。切り取
りは，対象物の詳細は厳密に提示できますが，本来存
在した周囲の情報を完全に捨ててしまいます。
これらの問題を解決するために，ユーザの利用環境
に最適な解像度変換を介した画像符号化を本研究では
提案しています。図１に対して提案法を適用した例を
図４に示します。提案法は，人が注視しないと考えら
れる背景領域を違和感なく自動で削減することができ
ます。
大学発新技術の紹介（2）
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図２　縮小
図１　原画像
図４　人に最適な
　　　解像度変換
図３　切り取り
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人に最適な主観品質推定技術
従来の主観品質推定技術は，画像符号化の性能評価
や放送監視など非常に特殊な用途のために開発されて
おり，その実験対象は人の好みが主観品質にほぼ影響
しない画像が用いられてきました。そのため，人の好
みが主観品質に影響する画像に対しては、主観品質の
推定が不可能でした。従来研究における主観品質推定
技術の概要を図５（a）に示します。従来研究では画
像から物理特徴量を抽出し，回帰分析等の統計的手法
により「主観品質」を推定しています。これに対して，
画像の物理特徴量から画像に対する人の「好み」を推
定する研究も機械学習の分野で近年活発に行われてい
ます。「好み」と「主観品質」を推定する研究はそれ
ぞれの分野で発展していますが，「好み」の要素を導
入した「主観品質」の推定技術については報告されて
いません。そこで本研究では図５（b）の「好みの推
定処理部」のように，従来研究の枠組みに「好み」の
要素を導入することで，「好み」が含まれる画像に対
しても適用可能な新しい主観品質推定技術を確立する
ことが期待できます。
今後の展望
本稿では，人に最適な画像処理技術や画像符号化技
術を紹介しました。ここで紹介した研究以外にも様々
な研究開発を行っていますが，基本的には人が中心と
なる技術を対象としています。人が中心となると定量
化が難しい訳ですが，実利用では避けて通れないテー
マです。様々な画像処理や画像符号化に対して，人を
中心に再設計することで，研究開発にブレイクスルー
を起こすことを目指したいと思っています。
図５　人に最適な主観品質推定技術の概要
（a）従来研究における主観品質推定技術
（b）好みの推定処理部
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本研究で新たに導入する処理
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当社の概要
当社は，1956年11月に富山市で生まれました。売
薬と並ぶ新しい産業を育成したいと考えた当時の富山
市長が，発展途上の産業であった「プラスチック」に
着目し，初代社長渡辺隆吉に話をもちかけたのがきっ
かけでした。富山市の産業奨励館に設置されていた成
形機２台と汁椀の金型で商品をつくり，創業しました。
私が入社した当時は，家庭用品だけのメーカーでし
たが，その後，園芸用品，ペット用品，ベビー用品，環
境用品，介護用品，OEMへと扱う商品が広がっていき
ました。最近では，ソーラー，マイクロチップ，デサス
ブランドなど，高付加価値商品なども手がけています。
国内は元より，海外の市場にも進出し，中国に生産
工場と販売会社，アメリカと韓国に販売会社を設立し
て，グローバルな視点での販売拡大を目指しています。
「生活の豊かさ」から「趣味を通した心の豊かさ」
そして「環境や社会全体の豊かさ」へ。“生活者の立
場に立つ”視点を忘れずに，そして，そのどんな時も「お
客様の信用，信頼を得る」ことを最優先に。この強い
思いを持ち続けて，これからも新たな商品を送り出し
てまいります。
富山大学との産学連携
当社は，文部科学省の「知的クラスター創成事業」
に早期から参画しており，「とやま医薬バイオクラス
ター」では，大学院医学薬学研究部（医学）岸　裕幸
准教授（研究代表）の共同研究プロジェクト「免疫機
能を活用した診断・治療システムの開発」に関わって
きました。ウイルスに特異的なBリンパ球を検出する
ために使われる細胞チップの応用例として，当社で開
発したマイクロメートルレベルの微細成形が可能な特
殊材料を利用し，樹脂製チップの試作開発を行いまし
た。（写真１，２）
また「ほくりく健康創造クラスター」では，大学院
理工学研究部（工学）篠原寛明教授による「アミノ酸
計測用電気化学マルチセンサの開発」に参画しました。
前記特殊樹脂の特徴の一つである低温接合性を活かし，
電極をインサートした射出成形により，ディスポーザ
ブルで使える安価なセンサチップを開発しました。（写
真３）血液中の複数のアミノ酸濃度を同時に測定する
ことにより，医療診断への利用を目指しています。
これらの共同研究は，技術ノウハウの蓄積や専門知
識の習得，人材育成等に活かされ，新たな商品開発の
可能性を広げ，事業拡大へと導く取り組みであると考
えています。
写真３
アミノ酸計測用
センサチップ
写真２
樹脂製細胞チップ
拡大画像
写真１
樹脂製細胞チップ
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当社の概要
株式会社タナベは，新潟県糸魚川市の企業であり富
山県との県境に位置します。県庁所在地新潟市には車
で２時間ですが，富山市へは１時間と短距離です。当
社は，創業92年，設立63年となりますが，その当時
から技術会社として設計から設備製造・据付までの一
貫受注生産会社として今日まで活動しています。この
間，糸魚川市に本社を構え日本全国の企業のみならず
海外での設備建設にも関わってきました。
始めは合金鉄用電気炉等の溶融還元用大型電気炉が
主力商品でしたが，重厚長大から軽薄短小へ時代が変
わると共に各種工業炉やFA（ファクトリーオートメー
ション）関連設備へとその商品内容は徐々に変化して現
在に至っています。その中で，廃棄物の無害化や有効
利用に目を向け各種リサイクル活用設備を手がけてい
ます。近年は，過熱水蒸気を利用した廃棄物リサイクル
やその排熱利用エネルギー回収設備の開発，更には高
機能粉体熱処理用途の外熱式大型ロータリーキルンの
開発・販売を展開し好評を得ています。二次電池正極
材・負極材原料製造やゼオライト焼成設備などがそれ
にあたります（写真１）。先の過熱水蒸気利用設備にお
いても，金属切粉脱脂リサイクル・金属製品脱脂表面
処理・カーボン材賦活化処理等多岐にわたる各企業の
要請に応じた設備設計の提案を実施しています（写真
２）。もちろん，リサイクルという意味では，電気式溶
解炉での有価金属回収設備提案から，省エネルギー志
向のロックウール断熱材製造設備など今までの技術経
験に裏付けされた熱エネルギー活用設備も手がけてい
ます。尚，富山県への代表的な納入設備として，2003
年納入の富山地区広域圏クリーンセンターのゴミ焼却
後の焼却灰溶融炉設備があります。この設備もゴミの
再資源化活用や廃熱利用を目指した設備です（写真３）。
また，当社では富山大学出身技術者７名が現在活躍
しています。私自身も富山大学ではありませんが，富
山大学前（五福キャンパス）生まれの富山県出身です。
子供時代は，富山大学のキャンパスが遊び場でした。
当時，学生寮のお兄さん達によく一緒に遊んで頂いた
ことを今でも覚えております。当社には，私に限らず
富山県出身者が多数在籍しており，これも新潟県とは
いえ富山県境に本社があることが大きな要因です。そ
れもあり，イブニング技術交流サロンに富山大学産学
交流振興会を通して参画させて頂いております。
北陸地方と産学の関わり
近年，社会情勢の激変が永く続いており，それが日
常的になっています。昔から太平洋沿岸と日本海沿岸
写真３　富山地区広域圏クリーン
　　　　センター（溶融炉納入）
写真２　過熱水蒸気利用
　　　　ロータリーキルン
写真１　外熱式大型
　　　　ロータリーキルン
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6月6日（金）16時から第２回イブニング技術交流
サロンがカナルパークホテル富山（富山市）で開催さ
れました。話題は大学院理工学研究部（理学）島田亙
准教授による「クラスレートハイドレートの物性と応
用」と題するものと，同（工学）豊岡尚樹教授による「ト
ランスレーショナル・リサーチによる創薬研究」につ
いてでした。前者では，本号にも掲載のメタンハイド
レートの特異な性質について解説されました。後者で
は，新規医薬品の開発にコンピュータを用いて，候補
化合物の設計，活性評価，有機合成化学による構造の
最適化を行い，これまで数種類の有望な新規化合物を
見出した例を紹介されました。本サロンには学外から
８名の参加がありました。なお，本サロンに参加され
た㈱インテック　制御・プラットフォーム事業部営
業部長 高木繁則氏より同社データセンター（高岡市，
富山市）の見学会が提案され，後日（7月18日（金）），
本サロン参加者や富山大学産学交流振興会会員企業か
ら17名の参加を得て，最新鋭の施設と設備を見学し
ました。
8月1日（金）16時から第３回イブニング技術交流
サロンが同カナルパークホテル富山（富山市）で開催
されました。今回は経済学部坂　幸夫教授による「中
国人技能実習生の日本からの離脱とインドネシア人技
能実習生」と題するものと，大学院医学薬学研究部（薬
学）今中常雄教授による「難病ならびに熱帯感染症を
ターゲットにした治療薬の開発」と題する話題提供で
した。前者では，中国人技能実習生の帰国動向と富山
県内在住者の生活実態を調査した結果が紹介されまし
た。また，増大しつつあるインドネシア人技能実習生
の宗教的特性と今後の課題についても紹介されました。
後者では，難病や熱帯感染症対策に疾患と関わるタン
パク質や原虫の成育に必須のタンパク質を標的とした
化合物スクリーニングのハイスループットアッセイ系
を構築し，シーズ化合物を探索している研究の紹介で
した。話題提供の後に交流会が開かれ，冷えたビール
を片手に和やかな交流会が行なわれました。本サロン
には学外から10名の参加がありました。
トピックス
第２回，第３回イブニング技術交流サロンが開催される
では，各地への時間距離・交通事情の悪さは存在して
いますが，それを打破する知恵と力を日本海側の各企
業は持っていたと思います。道路事情も良くなり，新
幹線整備も進んでいますが，日本海側のハンディを乗
り越える知恵と力は今からこそ必要であり，それには
各企業の努力はもちろん，産学あるいは官も含めた連
携した力の結集が重要と考えます。その中心的存在と
しての富山大学であって頂きたいと考えます。北陸発
の技術発信・技術連携なくして，現在の，そしてこれ
からも続く難局を乗り越えることはできないと思いま
す。県外企業ではありますが，今後共よろしくお願い
致します。
8国立大学法人 富山大学 地域連携推進機構 産学連携部門
行　　　事 場　　　所 開 催 日 時 内　　　容
サテライト技術相談
オフィス
各商工会 9月12日（金）
9月17日（水）
・小矢部市・津沢商工会
・立山舟橋商工会
コラボフェスタ
2014
富山大学工学部
（富山市五福3190）
9月19日（金）
13時30分
～17時20分
テーマ「地域イノベーションの創出と大学の役割」
基調講演
　「地域イノベーションに向けた戦略的iPS細胞研究」
　　講師：横浜市立大学　大学院医学研究科
　　　　　教授　谷口 英樹氏
シンポジウム
　パネリスト
富山ニュービジネス協議会　会長　塩井 保彦氏
㈱スギノマシン　代表取締役社長　杉野 太加良氏
富山県工業技術センター　所長　鳥山 素弘氏
富山大学産学交流振興会　副会長　村上 　哲氏
富山大学地域連携推進機構　副機構長　二階堂 敏雄
新技術のポスター発表
交流会
サテライト技術相談
オフィス
各商工会・商工会議所 9月22日（月）
10月1日（水）
・射水市商工会（小杉）
・富山市商工会議所
第4回イブニング
技術交流サロン＊
カナルパークホテル富山
（富山市牛島11-1）
10月3日（金）
16時00分
～18時15分
・「デザイン力を活用した企業戦略」
 芸術文化学部　教授　内田 和美
・「分子を並べて電気を流し，磁石を作る」
 大学院理工学研究部（工学）准教授　宮崎 　章
サテライト技術相談
オフィス
各商工会・商工会議所 10月8日（水）
10月15日（水）
10月20日（月）
未定
・富山市北・南商工会
・富山市八尾山田商工会
・高岡市商工会（福岡）
・高岡市商工会議所
第5回イブニング
技術交流サロン＊
カナルパークホテル富山
（富山市牛島11-1）
12月5日（金）
16時00分
～18時15分
・「食の伝播・定着・変容をイタリア史から考える」
 人間発達科学部　教授　徳橋 　曜
・「日本の農政改革と濃商工連携による農村活性化」
 極東地域研究センター　教授　酒井 富夫
＊：参加には担当者（Tel.076-445-6938）までご連絡戴き，事前申込が必要です。
今後の主な行事
新任の紹介
民間企業で，セラミック電子部品材料開発から始ま
り，その部品の製造方法の確立，製造ライン構築を経
て，製造における品質管理，量産におけるISO9002，
ISO14001認証支援，海外への製造ラインの移設，
知財管理と，製造業の一通りの業務を経験してきまし
た。その後，大学において産学連携に携わるようにな
りました。産学連携業務は，大学研究者のシーズを民
間企業のニーズへと橋渡しすることが主な業務です。
あるいはその逆もあります。入り口から出口までを支
援する業務で，その過程でさまざまなフォローが必要
であり，民間で経験してきた業務と重なるものがあり
ます。その中で知財は重要な要素のひとつです。知財
を通して大学研究者と企業との橋渡しのお手伝いに取
り組んでまいります。民間企業の方から見ると大学の
敷居が高く感じるかもしれませんが，一度お声をかけ
てくだされば，印象も変わるかと思います。
地域連携推進機構　産学連携部門　知財マネージャー　今川　昌彦
略　歴：1994年東海大学大学院工学研究科博士課程前期修了後，民間企業に就
職，2008年国立大学法人信州大学，2012年静岡県公立大学法人静岡
県立大学で産学連携，知財管理業務を経て，2014年4月より現職。
趣　味：多彩
連絡先：Tel 076-434-7184　Fax 076-434-5138　imagawa@adm.u-toyama.ac.jp
